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節- 篇 鮮度患者の甲状腺のカテコ- ルアミンによる急性一過性腫脹
1. 褐色細胞腫患者の高血圧発作時, 初期バセ ドウ氏病患者の精神興奮時などに急性一過性の甲状腺腫
脹が観察されることがあるのは諸家の報告に見られるが, 著者は2 名の肺底患者に F rey 氏試験のためカ
テコ- ルアミンの注射を行なった際に同様の甲状腺の一過性塵張が起こるのを観察した. この現象は別牌
後には見られなくなり本現象と肺臓との関連を想定せしめた｡ そこで牌鹿患者と対偶について本現象を検
討したところ, 対照例においては 1例も本現象が見られなかったのに比し, 牌塵患者13例中 5例において
本現象が観察され別陣後には見られなくなった｡








第二篇 甲状腺 Ⅰ131 摂取率に及ぼす牌臓の影響
家兎において肺臓の甲状腺機能に及ぼす影響を Ⅰ13 1 摂取率を用いて検討した｡






論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
牌臓機能の内分泌臓器的性格に関しては種々ろんぜられているが, まだ, 真相は明らかではない｡ 一方
肝臓と内分泌器官との機能的相関に関する研究は非常に少ない｡ 井波は臨珠的観察から降職と甲状腺との
機能的関連を想像 して以下の研究を行なった｡ 論文は2 編からなる｡





第 2編, 甲状腺の 113 1 摂取率におよぼす降職の影響を見ると, 副腺後30日で摂取率はやや減少し, 50,
150, 270, 410日の長期にわたり以後は著明に摂取率の克進が現われる｡
以上の結果から肺臓は甲状腺の機能に種々な影響をおよぼしていることがわかる｡
本論文は学術上有益にして医学博士の学位論文として価値あるものと認定する｡
- 328 -
